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第３章 八代海域における課題 
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3.1 八代海北部海域における課題 

（※「八代海北部沿岸都市」地域連連携創造会議資料の一部抜粋） 
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3.2 八代海湾奥部における課題 

（※「八代海湾奥部の対応方針」平成 18 年３月 熊本県より抜粋） 

 
 
 

 
① 海域の水質・底質の保全・改善 

・海域の水質の悪化 
・底質が嫌気性の状態 

② 希少野生動植物等や生態系の保全 
・376 種の底生動物、鳥類、植物の生態系の保全 
・47 種の希少種の生態系の保全 

③ マングローブの生態系への影響配慮 
 
 
 

 
 
 

 
① 高潮災害等の懸念 

・台風時の高潮・波浪による越波や浸水の被害 
・不十分な防災情報および避難体制 

② 洪水・湛水被害の懸念 
・標高０ｍ地帯が広く分布し、洪水・湛水被害を受けやすい地形 
・閉鎖性海域による、大きな干満差および海面上昇量 
・不十分な防災情報および避難体制 
 
 
 

 
 

 
① 土砂堆積の進行 

・海域出入口が狭隘な地形であることによる、土砂流出効果の減少、土砂堆積の進行 
   ・干潟の沖合化に伴う、樋門の閉塞 
② 漁場としての機能の低下 

・土砂堆積の進行による、漁場生産性の低下と漁業経営零細化 
・現状では、当海域において漁業対象種が減少し、漁場となる可能性は低い 

③ 浚渫土砂の有効活用 
・澪筋の浚渫土砂の有効利活用の推進 

 ④ 自然体験、環境教育・研究の場としての利活用 
 

 
 
 
 

１．海域環境の保全・改善 

２．防 災 

３．利活用 
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3.3 八代海湾奥部におけるあるべき姿と取り組み方向 

（※「八代海湾奥部の対応方針」平成 18 年３月 熊本県より抜粋） 

これからの八代海湾奥部は、人々はもとより海の生き物にとっても好ましいものであるべきであり、

左記に示すような課題を踏まえると、八代海湾奥部のあるべき姿と取組みの方向としては、以下のと

おり集約される。 

 
 

 
貴重な自然と生活が共存する地域 

八代海湾奥部では、昭和 42 年に不知火干拓が完成し、その特殊な地形から土砂堆積の進行（干

潟の上昇・沖合化）が宿命的なものとなっている。 
 この海域では、これまで干潟の進行に併せて各時代毎に干拓が行われてきた歴史があるが、現

在では、このような干拓・埋立といった大規模な開発については、社会および経済情勢等から困

難である。 
 現在、八代海湾奥部の干潟は、広大で稀少種を含む多様な野生動植物の生息・生育にとって重

要な場となっているとともに、環境教育・研究の場や地域振興策での活用資源としても受け皿と

なる可能性を持っている。 
 一方、土砂堆積は、一部で背後農地の排水不良等の問題を引き起こしており、高潮災害も含め

た被害防止に努めていく必要がある。 
 したがって、八代海湾奥部では、貴重な自然と生活が共存することを基本に、土砂の堆積状況

を把握し将来を予測しながら、県民の八代海湾奥部への関心の醸成を図り、地元市町や住民、関

係団体、企業と連携して、「海域環境の保全・改善と利用の推進」及び「高潮や洪水・湛水等に強

い地域づくりの推進」を柱とした取り組みを進める必要がある。 
 
 

 

 

１ 海域環境の保全・改善と利用の推進 

 海域の水質・底質環境の保全・改善をはじめ、多様な生態系の保全や堆積土砂の除去とその土

砂の有効活用の検討、自然体験や環境教育・研究の場としての利活用を推進していく。 
 
２ 高潮や洪水・湛水等に強い地域づくりの推進 

 海岸保全施設の整備や機能維持をはじめ、河川改修の推進や排水施設の整備の検討、排水樋門

前の堆積土砂の除去を行うとともに、行政と住民が一体となった防災関係のソフト事業を推進し

ていく。 
 

あるべき姿 

取り組みの方向 


